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 神経機能調節における Rabファミリーの制御機構 

（メッセージ） 
 小胞膜輸送制御分子 Protrudin は、GTPase の Rab11 を介するリサイクル膜輸送を促進し
神経突起形成を誘導する。Protrudin はシグナル依存的に GDP 結合型の Rab11 と結合し、
Rab11 を時空間的に制御している。Protrudin は膜シャペロン FKBP38 の結合分子であり、
神経分化の制御に関わっている。また、Protrudin が神経軸索とミエリンとの接着に関与し
ている硫酸化糖脂質と結合することを見出し、Protrudin が神経・グリア間の構造機能連関
に関与していること、Rab を介する小胞膜輸送がタンパク質や脂質の輸送により神経分化
や機能制御に関与していることが示唆された。本研究では、Protrudinによる Rab-cycle制御
機構と生理機能の解明を目的とする。そして Protrudin-FKBP38複合体による小胞膜輸送制
御機構と、神経分化、機能調節における作用機序との関係解明を目指す。 
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